授与様式短１号

２０２６年（令和８年）　　月　　日

卒業見込及び単位修得見込証明書

大学名
　　　　　　　　　　　　　　　　学長名　　　　　　　　　　　　　　　印
　　　　　学科名　　　　　　　　　　　　　　

　次の者は、２０２６年（令和８年）　　月　　日に、本学の上記学科を卒業する見込みであることを証明いたします。

また、同者は、貴協議会の定める「音楽療法士（２種）の称号の授与に関する規程」の所要単位を全て修得する見込みであることを証明いたします。

記

	番号
	卒業（見込）者
	性別
	生年月日
	就職・進学先名
	音楽療法士
として就職

	1
	
	
	
	
	

	2
	
	
	
	
	

	3
	
	
	
	
	

	4
	
	
	
	
	

	5
	
	
	
	
	

	6
	
	
	
	
	

	7
	
	
	
	
	

	8
	
	
	
	
	


（注1） 記入欄が不足する場合は、本用紙をコピーしてご記入下さい。
（注２）　就職・進学先名には、就職の場合「社会福祉施設、病院、音楽関係、教員、企業、公務員、その他」等と職業別にご記入下さい。進学の場合「大学院、大学、短大、専門学校、留学」等と学校種別にご記入下さい。

（注３） 「音楽療法士として就職」欄には、称号を生かした就職の場合のみ、〇をご記入下さい。
（お願い）
明年度予算（案）の収支の正確性を期するため、予め、明後年度の音楽療法士２種の取得人数を把握する必要があります
つきましては、誠に恐れ入りますが、２０２７年（令和８年度）の「音楽療法士養成課程」を履修している人数（大学＝新４年生・短期大学＝新２年生）について、称号授与申請書類のご提出の際、併せてお知らせ下さいますようお願い申し上げます。
２０２６年度（令和８年度）音楽療法士（２種）の取得予定人数（　　　　　　名）
　　　　　　　　　　　　　
別記
第９条関係　別表イの「音楽療法士（2種）の称号授与要件の特例」による軽減単位修得者（資格取得予定者）がいる場合は、下記にご記入下さい。
　　　　　　　　　　　　　　記

	番号
	特例による音楽療法士２種の
資格取得予定者
	性別
	生年月日
	公的免許・資格の種類
	就職の有無
〇印

	1
	
	
	
	
	有　　無

	2
	
	
	
	
	有　　無

	3
	
	
	
	
	有　　無


注１　「音楽療法士（２種）の称号授与要件の特例」を適用できる要件としては、医師、看護師、理学療法士、作業療法士、社会福祉士、介護福祉士、精神保健
福祉士、公認心理師、言語聴覚士、高等学校教員（音楽）、中学校教員（音楽）、
小学校教員、幼稚園教員、特別支援学校教員、保育士、の公的免許・資格保持
者であって、それぞれの分野において３年以上の実務経験を有する者は、貴学
の音楽療法士養成課程における科目等履修生として、１６単位以上を取得すれ
ば音楽療法士（２種）の称号が授与されます。
注２　上記の特例を申請する際、公的免許・資格を活かした職場へ勤務中の場合は、
授与様式短３号―３「音楽療法実習免除申請書」に記入の上、貴学の音楽療法
担当教員の許可（確認）を受ければ、音楽療法実習（２単位）が免除されます。
